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目的 

黒ノリのあかぐされ病は毎年のように発生し，黒の

り養殖を行う上で最も被害が大きい病気である。黒ノ

リには多くの品種があり，あかぐされ病に対する耐性

に違いがあることが確認されていることから，適切に

使用する品種を選択することによって，あかぐされ病

の被害を軽減することが期待できる。そこで，黒ノリ

のあかぐされ病耐性の強弱を数値により判断し，各品

種のあかぐされ病耐性を適切に評価するための技術開

発を実施する。これにより，各品種のあかぐされ病に

対する耐病性を簡便に把握できることになり，あかぐ

され病の蔓延しやすい漁場や時期には耐病性に優れた

品種を用いることが可能となる。 

 

方法 

（１）使用する葉体ディスクの選別 

統一的培養条件下で 3 週間培養した U-51，有明 1 号，

佐賀 8 号，アオクビ，クロスサビ，大牟田 1 号，オオバ

グリーン，佐賀 1 号，佐賀 5 号，水呑，青芽，スサビ緑

芽，しあわせ 1 号，女川スサビ，フタマタスサビノリ，

野間，熊本漁連 3 号，湯の浦，福岡 1 号，ZX-1 の葉状

体を顕微鏡観察し，死細胞や成熟誘導している細胞が無

いことを確認したあと，葉状体中央部から直径 1 mm の

ディスクを打ち抜き，1 日間回復培養を行った。翌日培

養しておいたディスクをスライドグラス上で検鏡し，死

細胞や成熟誘導している細胞が無いディスクを5枚選別

した。 

（２）あかぐされ病原菌遊走子の調整 

1,000ml の三角フラスコに新崎 B（抗生物質無添加）

を 700ml 入れ，その中にコーンミール半海水寒天培地

上で生長させたあかぐされ病原菌を寒天培地ごと 1cm

角に切り取り 5 片入れ，20℃で 5 日間培養した。培養

液を 30µm ナイロンメッシュでろ過し，メッシュ上の

菌体のみを半海水 700ml に入れ，ロータリーシェイカ

ーを用いて 120rpm で振とうした。1 回目と 2 回目の

洗浄は菌体を新たなろ過半海水 700ml に１時間に 1

回移すことにより洗浄した。3 回目以降は 2 時間に 1

回の洗浄を 2 回繰り返し，検鏡により多量の遊走子を

放出し始めていることを確認した後，30µm ナイロン

メッシュ上で既に放出されている遊走子を取り除くた

め十分洗浄を行った。50ml の遠沈管内で 30ml の半海

水中に菌体を懸濁し，振とうを行った。30分後，遊走

子を 30µm ナイロンメッシュで分離し，遊走子原液を

得た。遊走子原液 0.5mlに 2%グルタルアルデヒド半海

水を同量加えて固定した遊走子をトーマ血球算定盤で

3 回計測した。計測した遊走子濃度から，遊走子濃度

が 3,000個/ml になるように 100mlの半海水遊走子液

を調整した。 

（３）品種別のあかぐされ病耐性比較試験 

直径 6 cm のシャーレに選別した各品種の葉状体デ

ィスクを 5 枚ずつ入れ，調整した遊走子液を 10ml 加

え，15 分間静置で感染させた。それぞれ，直径 6 cm

のシャーレに入れた 10ml の半海水，続いて 10ml の

1/2SWM-Ⅲ添加海水へ移動させることにより洗浄し，

18℃で 24時間静置培養を行った。培養後，葉状体ディ

スクの感染箇所数および感染細胞数を光学顕微鏡

(×400倍)で計数した。試験は６回繰り返し実施した。 

品種間におけるあかぐされ病原菌の相対感染箇所指

数，1 感染箇所あたりの相対感染速度指数，あかぐされ

病相対感染指数を算出した。 

 

結果および考察 

品種間におけるあかぐされ病原菌の感染箇所数の比

較には基準品種である U-51 の 1 枚あたりの平均感染

箇所数と評価品種１枚あたりの平均感染箇所数を比較

した，あかぐされ病相対感染箇所指数を用いた。各品

種のあかぐされ病相対感染箇所指数の平均値と標準誤

差は，有明 1 号 0.98±0.23，佐賀 8 号 1.45±0.37，アオ

クビ 1.41±0.36，クロスサビ 0.98±0.34，大牟田 1 号

1.45±0.31，オオバグリーン 1.47±0.40，佐賀 1 号

1.85±0.30，佐賀 5 号 5.50±1.20，水呑 3.96±0.69，青芽

4.54±1.30，スサビ緑芽 4.45±0.48，しあわせ 1 号

6.11±1.41，女川スサビ 0.83±0.17，フタマタスサビノリ

1.84±0.48，野間 0.85±0.08，熊本漁連 3 号 1.26±0.18，

湯の浦 0.80±0.06，福岡 1 号 0.86±0.14，ZX-1 0.89±0.15

であった（図 1）。 

品種間における感染後，24時間培養後の 1 感染箇所

あたりの平均感染細胞数の比較には基準品種である

U-51の 1 感染箇所あたりの平均細胞数と評価品種の 1

感染箇所あたりの平均感染細胞数を比較した，あかぐ

され病相対感染速度指数を用いた。各品種のあかぐさ

れ病相対感染速度指数の平均値と標準誤差は，有明 1




